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寄稿  部活動顧問の負担軽減について

部
活
動
顧
問
の
過
重
負
担
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。「
ブ
ラ
ッ
ク
部
活
」
と
い
う

表
現
も
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
の
か
、
過
重
負
担
と
は
ど
の
程
度
の
も

の
な
の
か
等
が
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
顧
問
の
過
重
負
担

の
実
態
、
行
政
に
よ
る
改
善
策
、
教
員
自

身
に
よ
る
改
善
策
を
述
べ
る
こ
と
で
、
部

活
動
へ
の
教
員
の
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

デ
ー
タ
、
現
場
の
声
が
示
す

過
重
負
担
の
実
態

ま
ず
、
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
示
そ
う
。

O
E
C
D
の
国
際
教
員
指
導
環
境
調

査
（T

A
LIS 2013

）
に
よ
る
と
、
日
本
の

教
員
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
は
参

加
国
最
長
（
日
本
53
・
9
時
間
、
参
加
国

平
均
38
・
3
時
間
）
で
、
こ
の
う
ち
教
員

が
授
業
の
指
導
に
使
っ
た
と
回
答
し
た
時

間
は
参
加
国
平
均
と
同
程
度
で
あ
っ
た
。

一
方
、
課
外
活
動
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
）
の
指
導
時
間
が
特
に
長
い
（
日
本

7
・
7
時
間
、
参
加
国
平
均
2
・
1
時
間
）

と
い
う
結
果
が
出
た
。

28
年
12
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
表
し
た

「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
」
に
よ
る
と
、
部
活
動
の
顧
問
を
原

則
全
教
員
が
務
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
学

校
が
87
・
5
％
、
希
望
者
が
務
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
学
校
は
5
・
3
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
週
間
の
運
動
部
活
動
の
時
間
は
全

国
平
均
で
男
子
が
約
9
3
5
分
、
女
子

が
約
9
4
9
分
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
学

行
政
に
よ
る
改
善
と
同
時
に
現
場
の
教
員
も

改
革
の
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き

寄
稿  

部
活
動
顧
問
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

校
の
ル
ー
ル
と
し
て
週
1
日
の
休
養
日
を

設
け
て
い
る
学
校
は
54
・
2
％
、
週
2
日

は
14
・
1
％
、
休
養
日
を
定
め
て
い
な
い

学
校
は
22
・
4
％
、
土
日
に
休
養
日
を
設

け
て
い
な
い
学
校
は
42
・
6
％
と
い
う
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

同
じ
月
に
連
合
総
研
（
公
益
財
団
法
人

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
）
が
発
表
し

た
調
査
結
果
で
は
、
中
学
校
教
員
の
1
日

の
平
均
在
校
時
間
は
12
時
間
10
分
で
、
週

60
時
間
以
上
働
い
て
い
る
教
員
の
割
合
は

87
％
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
中
学
校
教
員
の
う
ち
7
時
半
以

前
に
出
勤
し
て
い
る
の
は
運
動
部
顧
問
の

47
・
8
％
、
文
化
部
顧
問
の
26
・
8
％
で
、

顧
問
な
し
の
教
員
は
15
・
6
％
だ
っ
た
。

20
時
以
降
に
退
勤
し
て
い
る
の
は
運
動
部

顧
問
の
50
・
3
％
、
文
化
部
顧
問
の
44
・

6
％
で
、
顧
問
な
し
の
教
員
は
21
・
2
％

だ
っ
た
。

29
年
4
月
、
文
部
科
学
省
が
「
教
員
勤

務
実
態
調
査（
平
成
28
年
度
）の
集
計（
速

報
値
）
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
1
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
（
平

日
・
教
諭
）
は
、
小
学
校
11
時
間
15
分
、

中
学
校
11
時
間
32
分
で
、
10
年
前
と
比
較

し
て
各
々
43
分
、
32
分
の
増
加
で
あ
っ
た
。

中
学
校
の
部
活
動
に
関
す
る
結
果
で
は

「
部
活
動
の
活
動
日
数
が
多
い
ほ
ど
学
内

勤
務
時
間
が
長
い
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
お

り
、
中
学
校
の
勤
務
時
間
を
引
き
上
げ
て

い
る
の
は
部
活
動
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
。
中
学
校
の
土
日
の
部
活
動
に
か

か
る
1
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
は
、
10
年

前
の
1
時
間
6
分
か
ら
2
時
間
10
分
と
倍

増
し
て
お
り
、
部
活
動
に
よ
る
教
員
の
負

担
が
増
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。こ

の
よ
う
に
、
教
員
の
労
働
実
態
が
過

酷
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
部
活
動
顧
問
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
週
60
時
間
勤
務
と
い
う
の

は
、
時
間
外
労
働
が
1
週
間
で
20
時
間
、

1
カ
月
換
算
で
は
80
時
間
で
あ
る
か
ら
、

連
合
総
研
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
中
学
校

の
約
9
割
の
教
員
が
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」

を
超
え
て
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。で

は
、
実
際
に
は
ど
う
か
。

以
下
は
、
筆
者
が
顧
問
を
務
め
る
「
部

活
問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
後
述
）

と
い
う
団
体
が
署
名
活
動
で
利
用
し
た
サ

イ
ト
（C

hange.org

）
の
自
由
記
述
欄

に
記
さ
れ
た
教
員
の
声
で
あ
る
。
部
活
動

顧
問
に
よ
り
過
酷
な
勤
務
実
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

学
習
院
大
学 

文
学
部 

教
育
学
科 

教
授
　
長
沼
　
豊
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れ
て
い
る
。
こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
超
勤
4

項
目
」
に
は
、
部
活
動
の
指
導
は
な
い
。

そ
の
た
め
指
導
そ
の
も
の
は
、
職
務
命

令
か
ど
う
か
（
つ
ま
り
勤
務
か
ど
う
か
）

も
曖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
多
く
の
判

例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
故
が
起
こ

れ
ば
責
任
は
学
校
や
教
員
に
あ
る
と
み
な

さ
れ
る
。

＊　

＊　

＊　

＊

こ
の
よ
う
に
部
活
動
顧
問
は
法
的
に
も

多
々
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教

員
の
善
意
に
依
拠
し
た
教
育
活
動
と
し
て

日
本
の
学
校
教
育
に
文
化
と
し
て
根
づ
い

て
き
た
の
で
あ
る
。

行
政
に
よ
る
改
善
策

注
目
さ
れ
る
「
多
治
見
方
式
」

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、

28
年
か
ら
改
革
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

き
た
。
筆
者
は
28
年
を
「
部
活
動
改
革
元

年
」
と
呼
ん
で
い
る
。

文
部
科
学
省
は
省
内
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
設
置
し
、
6
月
13
日
に
報
告
を
公
表

し
た
。
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
に
ふ
さ

わ
し
い
教
職
員
の
在
り
方
と
業
務
改
善
の

た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
報
告
「
学
校

現
場
に
お
け
る
業
務
の
適
正
化
に
向
け

て
」
で
あ
る
。

こ
の
中
で
は
「
教
員
の
部
活
動
に
お
け

■ 

教
育
課
程
外
の
活
動
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
事
実
上
強
制
と
な
っ
て
い
る

こ
と

29
年
3
月
に
告
示
さ
れ
た
新
し
い
中
学

校
学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
教
育
課
程
外
の
学
校
教
育
活
動
と
教

育
課
程
の
関
連
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
留
意

す
る
も
の
と
す
る
。
特
に
、
生
徒
の
自
主

的
、
自
発
的
な
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
る
部

活
動
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

科
学
等
に
親
し
ま
せ
、
学
習
意
欲
の
向
上

や
責
任
感
、
連
帯
感
の
涵
養
等
、
学
校
教

育
が
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
に
資
す

る
も
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
、
教
育
課
程
と
の
関
連
が
図
ら
れ
る
よ

う
留
意
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
学
校
や
地

域
の
実
態
に
応
じ
、
地
域
の
人
々
の
協
力
、

社
会
教
育
施
設
や
社
会
教
育
関
係
団
体
等

の
各
種
団
体
と
の
連
携
な
ど
の
運
営
上
の

工
夫
を
行
い
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
が

整
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
」。

部
活
動
の
学
校
教
育
に
お
け
る
位
置
づ

け
は
教
育
課
程
外
で
あ
り
、
生
徒
の
自
主

的
、
自
発
的
な
参
加
に
よ
る
活
動
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
前
出
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
全
員
顧
問
制
を
採
用
し

て
い
る
学
校
が
9
割
近
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
部
活
動
は
教
育
課
程
外
の
教
育
活
動

で
あ
り
な
が
ら
、
顧
問
は
事
実
上
強
制
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

■ 

残
業
手
当
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
残
業
に

な
っ
て
い
る
こ
と

教
員
に
は
残
業
手
当
は
な
い
。
給
特
法

（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職

員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）
に

よ
り
、
教
員
に
は
時
間
外
勤
務
手
当
が
出

な
い
か
ら
で
あ
る
。
代
わ
り
に
一
律
給
与

4
％
相
当
が
教
職
調
整
額
と
し
て
上
乗
せ

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
4
％
と
い
う
の
は
、
昭
和
41
年

の
1
カ
月
平
均
の
残
業
時
間
が
、
約
8
時

間
で
あ
っ
た
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

現
在
の
80
時
間
で
換
算
す
る
と
40
％
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
近
年

の
教
員
は
、
給
与
月
額
の
36
％
分
を
サ
ー

ビ
ス
残
業
と
し
て
献
上
し
て
き
た
こ
と
に

な
る
。

ま
た
土
日
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
に
も
よ
る
が
4
時
間
以
上
勤
務
し
て
日

額
3
6
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る
程
度
で

あ
る
。

■ 

職
務
命
令
か
ど
う
か（
勤
務
か
ど
う
か
）

が
曖
昧
で
あ
る
こ
と

本
来
管
理
職
が
残
業
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
校
外
実
習
、
学
校
行
事
、
職

員
会
議
、
非
常
災
害
の
場
合
に
限
る
と
さ

年
間
で
8
日
程
し
か
休
め
な
い
地

獄
を
体
験
し
ま
し
た
。

家
庭
が
壊
れ
授
業
や
分
掌
業
務
も

綱
渡
り
で
何
と
か
生
き
延
び
た
と
い

う
体
験
は
、
誰
に
も
し
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。＊　

＊　

＊　

＊

初
任
で
中
学
教
員
を
し
て
い
ま

す
。
野
球
部
顧
問
で
す
。

毎
日
あ
る
朝
練
習
や
放
課
後
の
午

後
練
習
な
ど
が
本
来
の
業
務
の
圧
迫

と
な
り
、
平
日
は
学
校
か
ら
帰
宅
す

る
の
は
午
後
11
時
を
過
ぎ
ま
す
。
毎

日
15
時
間
労
働
で
す
。

ま
た
、
毎
週
末
の
土
日
は
一
日
中

部
活
に
拘
束
さ
れ
、
休
養
が
と
れ
な

い
ま
ま
月
曜
日
を
迎
え
、
今
で
も
倒

れ
そ
う
で
す
。

日
本
に
あ
る
学
校
の
部
活
動
の
体

制
を
統
一
し
て
変
え
て
い
た
だ
く
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。
助
け
て
く
だ
さ

い
。
明
日
に
も
倒
れ
そ
う
で
す
。

部
活
動
顧
問
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

部
活
動
顧
問
を
め
ぐ
る
問
題
は
さ
ま
ざ

ま
あ
る
が
、
以
下
の
3
つ
に
整
理
し
て
示

し
た
い
。
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寄稿  部活動顧問の負担軽減について

る
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
」
と
し
、
そ

の
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
の
要
点
は

「
適
正
・
適
切
な
休
養
を
伴
わ
な
い
行
き

過
ぎ
た
活
動
は
、
教
員
、
生
徒
と
も
に
、

様
々
な
無
理
や
弊
害
を
生
む
」、「
教
員
の

勤
務
負
担
の
軽
減
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
の

多
様
な
体
験
を
充
実
さ
せ
、
健
全
な
成
長

を
促
す
観
点
か
ら
も
、
休
養
日
の
設
定
の

徹
底
を
は
じ
め
、
部
活
動
の
大
胆
な
見
直

し
を
行
い
、
適
正
化
を
推
進
す
る
」
と
さ

れ
て
お
り
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
表
現
に

な
っ
て
い
る
。

内
容
は
、

◦ 

休
養
日
の
明
確
な
設
定
等
を
通
じ
、
部

活
動
の
運
営
の
適
正
化
を
推
進
す
る

◦ 

部
活
動
指
導
員
の
配
置
な
ど
部
活
動
を

支
え
る
環
境
整
備
を
推
進
す
る

の
二
本
立
て
で
、
改
革
を
進
め
る
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
資
料
1
）
も
示
さ
れ
た
。

28
年
度
は
、
ほ
ぼ
こ
の
と
お
り
に
進
ん
だ
。

29
年
に
入
っ
て
1
月
6
日
に
は
「
平
成

28
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
の
結
果
の
取
扱
い
及
び
活
用
に

つ
い
て
（
通
知
）」
が
文
部
科
学
省
と
ス

ポ
ー
ツ
庁
の
連
名
で
、
各
教
育
委
員
会
に

向
け
て
発
出
さ
れ
た
。

前
述
し
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
「
一
週
間
の
中
で
休
養
日
を
設
定

し
て
い
な
い
学
校
や
、
一
箇
月
の
中
で
土

曜
日
や
日
曜
日
の
休
養
日
を
設
定
し
て
い

な
い
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
の
決
ま
り

と
し
て
休
養
日
を
設
定
す
る
こ
と
等
を
通

じ
て
、
運
動
部
活
動
の
適
切
な
運
営
を
図

る
こ
と
」
と
通
知
し
て
い
る
。
た
だ
し
9

年
に
文
部
省
（
当
時
）
が
休
養
日
の
設
定

に
つ
い
て
「
中
学
校
は
週
2
日
以
上
」、「
高

校
は
週
1
日
以
上
」
と
目
安
を
示
し
た
も

の
の
、
徹
底
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
き

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
後
こ
の
通
知
内

容
が
ど
こ
ま
で
学
校
現
場
で
実
現
可
能
性

が
あ
る
も
の
に
な
る
か
が
、
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
文
部
科
学
省
は
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
に
新
た
に
規
定
を
設
け
、
部
活

動
の
指
導
を
行
う
指
導
者
を
学
校
職
員
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
（
本
年
4

月
施
行
）。
外
部
指
導
員
を
内
部
指
導
員

に
し
よ
う
と
い
う
改
革
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
土
日
の
活
動
や
大
会
引
率

な
ど
は
顧
問
教
員
で
な
く
て
も
引
率
可
能

に
な
る
。
課
題
と
し
て
は
学
校
職
員
で
あ

る
以
上
、
自
治
体
の
人
件
費
に
関
係
し
て

く
る
た
め
、
余
裕
の
あ
る
自
治
体
し
か
導

入
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
す
で
に
独
自
に
予
算
を
と
っ
て
外
部

指
導
員
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
今
後
ど
の
程
度
波
及
し
て
い
く

の
か
、
確
認
と
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
指

2. 教員の部活動における負担を大幅に軽減する
（1）休養日の明確な設定等を通じ、部活動の運営の適正化を推進する

（2）部活動指導員の配置など、部活動を支える環境整備を推進する

平成28年度 平成29年度 平成30年度

学習指導要領における部活動の位置づけの周知・徹底 ※学習指導要領の改訂については現在、中央教育審議会において検討中であり、
　中学校部会において、部活動の在り方も含め検討されている。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

報
告
書

公
表
・
通
知

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
報
告
書

公
表
・
通
知

毎年度の「全国体力・運動能力、運動習慣等調
査」を活用し、部活動休養日の設定状況を把握

実態調査・調査研究の設計
概算要求

総合的な実態調査の実施・とりまとめ
スポーツ医科学の観点を取り入れた
調査研究の実施・とりまとめ

調査結果を踏まえて
改善を徹底

日本中学校体育連盟に対する大会運営等の見直しの要請

ガイドラインの普及・啓発

休養日の設定等に関する域内学校への
周知徹底など、各校の負担軽減の取組を先導 地域の特色を踏まえた

ガイドラインを策定
ガイドラインの普及・啓発

都道府県や市町村の中学校体育連盟と
大会運営等の見直しに向けた協議の実施

休養日の設定・複数顧問の配置など、教員の負担軽減に配慮した
校長のマネジメント力の発揮

外部指導者への研修支援及び外部指導者の配置の充実

地域の人材に協力を得たり、社会教育施設・社会教育団体と連携するなど、指導体制を整備・充実

部活動指導員（仮称）を法令上明確化 部活動指導員（仮称）の配置促進

※その際、外部の指導者に適切に研修を実施するなど、
　教育上の意義を理解してもらう工夫が必要

国

教育委員会

ガイドライン等を踏まえ、部活動の負担軽減の
ための取組を実施

調査結果を基に「運
動部活動の在り方
に関する総合的な
ガイドライン（仮
称）」の検討・策定

教育委員会

学校

学校

国

■ 資料1　 文部科学省「学校現場の業務の適正化に向けて」 改革工程パッケージ
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導
員
が
入
る
こ
と
で
教
員
の
負
担
が
増
え

る
と
い
う
本
末
転
倒
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
地
方
自
治
体
の
動
向
を
見
て
お

き
た
い
。
筆
者
が
最
も
注
目
し
て
い
る
の

は
岐
阜
県
多
治
見
市
で
あ
る
。

同
市
で
は
教
育
委
員
会
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
設
け
、「
中
学
生
を
中
心
と
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
期
は
、
学
校
教
育
の
部
活
動
と
社
会

教
育
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
分
け
て
組
織
」
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
定
義
と

活
動
時
間
を
明
確
に
分
け
て
い
る
（
資
料

2
）。こ

の
「
多
治
見
方
式
」
で
は
、
教
員
の

負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
。
部
活
動
改

革
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
他
の
地
方
自

治
体
で
も
こ
れ
を
参
考
に
し
た
改
革
は
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ

て
き
た
文
化
を
見
直
す
の
は
大
変
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
こ
そ
見
直
す
時
で
あ
る
。

現
場
の
教
員
た
ち
も

改
革
に
向
け
て
立
ち
上
が
る

部
活
動
改
革
元
年
に
は
、
現
場
の
教
員

た
ち
が
改
革
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
こ

と
も
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

30
歳
代
の
教
員
6
人
が
27
年
末
に
「
部

活
問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
署
名
収
集
サ
イ
トchange.org

で

署
名
活
動
を
開
始
し
た
。「
部
活
が
ブ
ラ
ッ

ク
す
ぎ
て
倒
れ
そ
う
…　

教
師
に
部
活
の

顧
問
を
す
る
・
し
な
い
の
選
択
権
を
下
さ

い
！
」
と
い
う
要
望
で
あ
る
（
資
料
3
）。

こ
の
要
望
に
賛
同
す
る
署
名
は
約
2
カ
月

で
2
万
3
0
0
0
人
を
超
え
、
28
年
3

月
3
日
に
文
部
科
学
省
に
要
望
書
と
署
名

を
提
出
し
た
。
筆
者
も
顧
問
と
し
て
助
言

を
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
提
出
す
る

際
は
付
き
添
っ
た
。

要
望
書
の
内
容
は
、
顧
問
教
諭
を
引
き

受
け
る
か
ど
う
か
の
選
択
権
を
与
え
て
ほ

し
い
、
そ
れ
を
文
部
科
学
省
か
ら
教
育
委

員
会
、
各
学
校
へ
と
通
知
し
て
ほ
し
い

―
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
付
随
し
て
外
部
指
導
員

を
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
一
員
と
し
て
位
置

づ
け
導
入
す
る
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ん
で

あ
り
、
実
現
可
能
性
に
配
慮
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
一
人
の
教
員
が
選
択
権
を

行
使
し
て
も
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
他
の
教

員
に
い
け
ば
顧
問
を
兼
部
す
る
事
態
に

な
っ
た
り
、
顧
問
が
い
な
い
と
い
う
理
由

で
廃
部
に
な
っ
て
生
徒
に
影
響
が
及
ん
だ

り
す
る
と
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
要
望
書
に
対
し
て
馳
浩
文
科
相

（
当
時
）
は
記
者
会
見
で
、「
問
題
意
識
は

共
有
し
て
い
る
」
と
話
し
理
解
を
示
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同

年
8
月
5
日
に
も
、
生
徒
の
部
活
動
へ
の

自
由
加
入
に
関
す
る
嘆
願
書
と
署
名
も
文

科
省
に
提
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
動
き
だ
け
で
な

く
、
学
校
現
場
で
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、

で
き
る
範
囲
で
始
め
る
の
も
、
改
革
の
一

歩
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
休
養
日
の
設
定
と
い
う
の

は
自
治
体
ご
と
、
学
校
ご
と
に
進
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
各
顧
問
が
「
平

日
は
必
ず
週
1
回
、
土
日
は
必
ず
ど
ち
ら

か
は
休
養
日
に
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

自
ら
の
意
思
で
判
断
し
生
徒
や
保
護
者
に

宣
言
す
れ
ば
よ
い
。

ま
ず
は
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
で
あ

る
。
周
囲
か
ら
批
判
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
自
身
と
生
徒
た
ち
の
生
活
と
健
康

の
た
め
と
考
え
、
意
識
改
革
を
遂
行
す
る

の
で
あ
る
。
筆
者
が
提
唱
す
る
「
全
国
一

斉
N
O
部
活
動
デ
ー
」（
資
料
4
）
を
利

用
し
て
も
よ
い
（
毎
月
10
日
、
20
日
、
30

日
）。
こ
れ
は
、
学
校
教
育
に
根
づ
く
同

調
圧
力
を
逆
手
に
と
っ
た
取
り
組
み
で
あ

る
。

■ 資料2　 多治見市「ジュニア期のスポーツ活動」ガイドライン 
　　　　  「部活動」と「ジュニアクラブ活動」の比較

部活動（学校教育活動） ジュニアクラブ活動

定 義
中学校において、同好の生徒をもっ
て組織し、共通の興味や関心を追求
する活動で、学校の管理下において
行われるもの

中学校の部活動にある種目をもと
に、中学校区を基本単位として保護
者や地域の社会人によって設置さ
れ、部活動を充実させることを基本
目的とする活動

活動時間 ●課業期間中の平日の下校時刻まで
●長期休業中の8時～17時の間

●平日の下校時刻以後
●土・日・祝日

指 導 者 学校の教員または、学校長が委嘱した
社会人指導者

設置者に任命され、ジュニア期のス
ポーツ活動の目的を理解している社会
人指導者

多治見市「ジュニア期のスポーツ活動」ガイドライン
http://www.city.tajimi.lg.jp/kosodate/sports/jyuniaki.html

■ 資料3　 「部活問題対策プロジェクト」のサイトと署名収集サイト

●部活問題対策プロジェクト
　http://www.geocities.jp/
　bukatumondai/
●署名収集サイト  Change.org
　 https://www.change.org/ 内

に開設された部活顧問の選択権
を求めるページ
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寄稿  部活動顧問の負担軽減について

●
大
阪
の
部
活
動
守
護
さ
ん

今
年
度
か
ら
、
あ
る
市
の
中
学
校

は
教
育
委
員
会
の
通
知
に
よ
り
、
一

斉
に
毎
週
木
曜
日
を
ノ
ー
部
活
動

デ
ー
（
部
活
休
養
日
）、
19
時
一
斉

退
庁
日
に
し
た
そ
う
で
す
。
昨
年
12

月
に
始
ま
っ
た
大
阪
府
の
学
校
の
動

向
に
連
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
部
活
動
顧
問
の
負
担
を
軽

減
す
る
改
革
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。最

後
に
、
教
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ

と
は
大
切
で
あ
る
が
、
同
時
に
主
役
で
あ

る
生
徒
の
立
場
か
ら
も
部
活
動
の
あ
り
方

を
考
察
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

も
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い

「
部
活
動
守
護
・
地
頭
」
の
仕
組
み

部
活
動
改
革
2
年
目
の
本
年
は
、
部
活

動
に
関
す
る
教
員
の
情
報
交
流
が
活
発
化

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
も

「
顔
の
見
え
る
関
係
（
K
M
K
）
に
よ
る

部
活
動
改
革
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
S
N
S
、
特
に
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る
情
報
交
流
が
主
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
匿
名
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
然
そ
こ
に
は
限
界
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
が
企
画
し
た
「
第
1

回 

部
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
語
り
合
う

研
究
集
会
i
n
目
白
」（
3
月
26
日
）
を

開
催
す
る
情
報
を
発
表
し
た
2
月
ご
ろ
か

ら
、
全
国
各
地
で
顔
を
合
わ
せ
て
語
り
合

う
集
会
（
オ
フ
会
）
が
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
全
国
横
断
・
縦
断
型
、
地
域

限
定
型
な
ど
多
様
な
集
会
が
開
催
さ
れ
、

部
活
動
改
革
に
当
事
者
が
立
ち
上
が
っ
て

議
論
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

筆
者
は
、
オ
フ
会
で
は
な
く
、
オ
フ
会

と
匿
名
S
N
S
の
中
間
を
企
図
し
て
「
部

活
動
守
護
・
地
頭
」
の
仕
組
み
を
開
始
し

た
。こ

れ
は
筆
者
を
部
活
動
改
革
幕
府
（
将

軍
）
に
見
立
て
、
全
国
に
守
護
・
地
頭
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
部
活
動
の
現

状
お
よ
び
改
革
に
つ
い
て
幅
広
く
情
報
共

有
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

守
護
は
都
道
府
県
単
位
、
地
頭
は
市
町

村
単
位
で
応
募
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
発
信
で
は
、
匿
名

で
あ
る
だ
け
で
な
く
発
信
主
の
地
域
も
わ

か
ら
な
い
た
め
、
ど
こ
か
の
地
域
の
ど
こ

か
の
学
校
の
情
報
で
し
か
な
か
っ
た
（
信

憑
性
も
課
題
だ
っ
た
）。
S
N
S
の
限
界

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
部
活
動
守
護
・
地
頭
の
仕
組

み
で
は
、
各
々
か
ら
筆
者
に
情
報
を
流
し

て
も
ら
い
、
筆
者
は
自
治
体
名
を
付
し
て

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
匿
名
性
は
担
保
さ

れ
つ
つ
、
地
名
入
り
の
リ
ア
ル
な
情
報
が

拡
散
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
り
正
確

な
部
活
動
の
状
況
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ち
な
み
に
守
護
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
に
は
全
国
の
先
生
と
生
徒
を
部
活
動
の

過
酷
な
状
況
か
ら
守
り
護
る
と
い
う
意
味

も
込
め
た
。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
情
報

の
例
を
紹
介
す
る
。

●
新
潟
の
部
活
動
守
護
さ
ん

県
レ
ベ
ル
で
「
運
動
部
活
動
在
り

方
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
件
に
関
し
て
マ
ス
コ

ミ
報
道
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

●
沖
縄
の
部
活
動
守
護
さ
ん

本
県
の
新
聞
で
も
教
員
の
長
時
間

勤
務
の
現
状
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、

具
体
的
な
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
自
分
自
身
も
行
動
し
ま

す
。

●
埼
玉
の
部
活
動
守
護
さ
ん

働
き
方
改
革
を
し
て
い
く
こ
と
を

校
長
会
で
確
認
し
た
市
が
あ
り
ま

す
。
部
活
も
教
員
の
残
業
の
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
見
解
も
示

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
教
員
の

時
間
外
労
働
の
時
間
が
1
0
0
時

間
を
超
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
校
長
が

罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
で

す
。

学習院大学 文学部教育学科 教授

長沼　豊（ながぬま　ゆたか）

昭和61年、学習院中等科教諭。平成11年、学習院
大学教職課程助教授、その後、准教授を経て21年
から教授として教員養成に携わる。大阪大学大学院
人間科学研究科博士後期課程修了、博士（人間科
学）。教科外教育（特別活動、部活動、ボランティア
学習、シチズンシップ教育など）・数学教育を中心に
研究を進める。日本特別活動学会会長、日本ボラン
ティア学習協会理事、日本シティズンシップ教育
フォーラム監事、部活問題対策プロジェクト顧問。

PROFILE

■ 資料4　

「全国一斉 NO 部活動デー」「部活動守護・地頭」について
は、長沼先生の研究室のサイトをご覧ください。
https：//naganuma55.jimdo.com/


